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多発化・激甚化する自然災害に対応するため、
学術界と府省庁の新たな連絡会が2018年6月
5日にスタートした。日本学術会議の防災減災
学術連携委員会と、防災に関わる56学会のネッ
トワーク組織である防災学術連携体、国の府省
庁から、防災の第一線で活躍する100名（傍聴
者を入れると150名）が参加し、それぞれの取
り組みに関する情報などを共有した。
防災減災・災害復興の推進には多くの研究分

野が連携し、専門分野の枠をこえて、理学・工
学だけでなく人文・社会科学、生命科学も含め
て総合的かつ持続的に取り組む必要がある。こ
れらの研究は、専門分野ごとに深めるだけでな
く、異なる分野との情報共有や平常時の交流を
通して活発化させることが重要である。さらに、
研究成果が国や地域の防災・減災対策に反映さ
れるように、また地域の防災現場のニーズを研
究に反映させるために、行政組織との連携を取
ることも強く求められている。
連絡会の開会にあたり、防災減災学術連携委

員長の立場から、「この連絡会は、学会間の連携
を深めるだけでなく、学術と行政の平常時の連
携をとること、緊急時の連携を検討することを

連絡会の開催 目的している。」ことを述べた。防災学術連携体
の副代表幹事の小井土雄一氏（日本災害医学会
代表理事）は、「災害医学に携わる我々だけでは
命を救えない。他の分野の研究者とも連携し、
行政と連携して、その成果を現場に還元して初
めて救うことができる。」と、異なる分野や組織
が連携する効果を強調した。
内閣府の防災担当政策統括官の海堀安喜氏は、
防災減災・災害復興に関する国の施策を説明し
た上で、南海トラフ地震を例に挙げて、理学・
工学だけでなく人文・社会学も含む学術全体で
対策を検討する必要があること、内閣府防災担
当として学術界との連携を深めていきたいこと
を述べた。
その後、府省庁の出席者18名の自己紹介、
防災減災学術連携委員会委員の自己紹介、防災
推進国民大会2018の説明、今年のシンポジウ
ムの企画案の提示があった。そして、防災学術
連携体の50学会から、各学会の近況報告と意
見が発表された。学会発表の後の意見交換では、
多方面から異なるアプローチで防災の研究が進
んでいることに改めて驚いたという発言もあっ
た。
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日本学術会議は、東日本大震災以降、「東日
本大震災の総合対応に関する学協会連絡会（30
学会）」で、異なる分野の学会間の連携を進め、
2015年7月に防災減災学術連携委員会（設立
時の名前は「防災減災・災害復興に関する学術
連携委員会」）を立ち上げ、2016年1月に防災
学術連携体（発足当初は47学会）の設立を後
押しした。
日本学術会議は、東日本大震災の発災時の対

応を反省し、2014年2月に「緊急事態におけ
る日本学術会議の活動に関する指針」を制定し
た。防災減災学術連携委員会は、これに則り「自
然環境・ハザード観測、防災・減災、救急・救助・
救援、復旧・復興等の研究に関わる日本学術会
議協力学術研究団体を含めた国内外の学術団体
や研究グループとの平常時、緊急事態時におけ
る連携の在り方について検討すること」を目的
に活動している。
「防災学術連携体」は、現在では参加学会が
56に増え、防災減災学術連携委員会と共に活動
している。熊本地震災害、火山噴火、豪雨災害、
台風災害に対応し、災害に関する各学会の情報
をウェブ上に集約し、シンポジウム・ワーク
ショップを開催すると共に、緊急記者会見、現
地での学会報告会など、学術界からの情報発信

これまでの経緯

の強化、学会間の情報共有・相互理解に努めて
きた。さらに、両者は、内閣府防災担当が事務
局を務める防災推進国民会議・防災推進国民大
会に積極的に参加してきた。本誌「学術の動向」
においても、2016年11月号の特集でこの動き
を紹介している。

連絡会が開催された当日の午前中に、防災学
術連携体の総会があり、2期目がスタートした。
私は日本建築学会長の古谷誠章氏と共に代表幹
事を仰せつかった。微力ながら、日本学術会議
と防災連携体の橋渡し役を務めていきたい。
日本学術会議の委員会と防災学術連携体は、

発足時から今日まで、次々に起きる災害に対し
て「走りながら考える」状況であり、学術会
議と学会と政府との連絡体制を検討するまでは
至っていなかった。本連絡会で、それぞれの分
野の代表者が初めて一堂に会することができ、
その第一歩とすることができた。今後は、この
連絡会を毎年定例開催することで、学術と行政
の連携の場を確保していきたいと考えている。

今後の方向
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防災学術連携体56学会

第一回「防災に関する日本学術会議・学協会・府省庁の連絡会」参加者一同
2018年6月5日、日本学術会議講堂
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